
【主催】 東北ブロック連合

【主管】 東北ブロック教育本部大会組織委員会

【後援】 田沢湖高原リフト株式会社

【会期】 自　2027年1月30日（土）　　至　2027年1月31日（日）

【会場】 秋田県たざわ湖スキー場

【本部宿舎】 田沢湖スポーツセンター

〒014-1201　秋田県仙北市田沢湖生保内字下高野73-2

℡：0187-46-2001

【大会日程】

8：30～ 選手受付開始 管理センタープレスルーム

9:00 開会式・選手会 管理センタープレスルーム

10:00 コートオープン（滑走可） 各コート

12:30 コート整備（サイドスリップ） 各コートスタート位置集合（選手全員）

13:00 競技開始 各コート

15:00 競技終了予定

16:30 中間成績 公式掲示板

9:00 コート整備又はインスペクション 各コートスタート位置集合（選手全員）

9:30 競技開始 各コート

2種目終了後 黒森B試走又はインスペクション黒森Bコートスタート位置集合（選手全員）

13:30 競技終了予定

15:00 閉会式・表彰式 管理センタープレスルーム

15:30 各県選考会

※タイムスケジュールについては、変更する場合があります。

【競技種目】

急斜面 整地・ナチュラル含む 黒森山コース

②ショートターンリズム変化 中急斜面 整地・ナチュラル含む 国体コース

急斜面 整地・ナチュラル含む 黒森山コース

中急斜面

⑤ショートターン不整地 急斜面 不整地 黒森山コース

※天候・コース状況等によっては、種目・種目ローテーションを変更する場合があります。

④フリー・ウェーブ 整地・ナチュラル含む 国体コース

斜面設定 会場

1/30 （土）
①ロングターン

③ショートターン

1/30 （土）

1/31 （日）

日付 競技種目

1/31 （日）

第２回東北ブロックスキー技術選手権大会開催要項

日付 時間 行事 会場



※黄色囲み枠＝国体コース ※緑色囲み枠＝黒森山コース

【競技方法】

① 規定された斜面において種目内容を演技します。

② スタート順については、種目ごとにローテーションを行います。

③ 審判方法は5審3採用とします。

④

【出場資格】

　本大会の出場者は、次の各号に掲げる内容を満たしていなければなりません。 

　　〈出場資格〉

① 東北ブロック連合加盟のスキー連盟に所属している者

② 2027年度のSAJ会員登録を行い、会員登録料の決済を完了している者

③ 2026年4月1日時点で満15歳以上の者 

④ 大会申込時までに、SAJ スキー級別テスト 1 級以上を有している者

⑤ 各保険会社のスキー傷害保険に加入している者

全日本スキー技術選手権大会競技規則「最新版」に準ずる。ただし、規則で補えない事項は
ジュリー及び組織委員会で決定します。



　　〈オープン参加者の出場資格〉

① 2026年4月1日時点で満15歳以上の者 

② 大会申込時までに、SAJ スキー級別テスト１級以上と同等の技術を有する者

③ 各保険会社のスキー傷害保険に加入している者

【順位の決定】

① 総合成績は、全種目合計得点の多い順とします。

② 全種目実施ができない場合の順位決定は組織委員会の判断に委ねます。

【全日本スキー技術選手権大会派遣選手選考について】

①

【表彰】

①

【参加申込】

① 申込開始 2026年10月21日（水）

② 申込期限 2027年1月15日（金）

※オープン参加者の申込期限　2026年12月25日（金）必着

③ 抽選 ドローは、TD（代理を含む）立会いの上、2027年1月中旬に行います。

④ 参加料 12,000円 ※オープン参加15,000円

⑤ 申込方法

■東北ブロック選手■

※マイページ＞イベント情報＞イベント名検索

（シクミネット申込時に添付が必要な書類・情報）

■オープン参加者■

参加申込書を秋田県スキー連盟ホームページよりダウンロードし、2026年12月25日（金）必
着で参加申込書に必要事項を記載し、秋田県スキー連盟宛に郵送で申込んで下さい。※申
込書に金融機関の振込明細書を添付して下さい。

SAJシクミネットで2027年1月15日（金）までに申込んで下さい。

※SAJの保険以外に加入している方は、証券番号がわかる保険証書の画像を添付してくださ
い。

※指導員・準指導員資格を保有していない方は、１級・プライズテストの合格証（紛失の場合、
予め再発行すること）を添付して下さい。

総合成績（オープン参加を含む）の男女１位から３位に賞状及び盾、10位まで賞状を授与しま
す。

シクミネットでの申込みについては、申込期日までに必ず決済を完了してください。申込期日
までに決済が完了していない場合は、理由の如何を問わず、申込みを無効とし、参加を認め
ません。

派遣選手選考については、今大会の成績及び全日本スキー技術選手権大会開催規程に基
づき、各県スキー連盟において、各県の出場枠に応じて選手選考を行います。



⑥ オープン参加申込書送付先

〒010-0974　秋田県秋田市八橋運動公園1番5号

秋田県スキー連盟内「東北ブロックスキー技術選手権大会」大会事務局

【参加料入金口座】※その①もしくはその②にお振込み下さい。

北都銀行　秋田駅前支店　口座番号：（普）603725

アキタケンスキーレンメイカイチョウサトウノブキ

口座名義：秋田県スキー連盟　会長　佐藤信喜　　　　　　　　　　　

郵便振替口座　No.02510-1-3310

口座名義：秋田県スキー連盟

⑦ その他

1）傷害処理について主催者は応急手当を行うが、その後の責任は負いません。

【公式掲示について】

①

【宿泊申込】

① 宿泊を必要とする場合は各自で手配して下さい。

【リフト券】

① 大会特別料金での販売を行います。

１日券　￥4,800

※購入の際、ビブを提示してください。

【その他】

①

その①

その②

2）取得した個人情報は大会運営に関する業務以外に使用しません。

3）申込み後は理由の如何を問わず参加料の返金は致しません。

※リフト券の販売については、当日のリフト運行開始30分前からスキーセンターレラ2Fイン
フォメーションにて販売いたします。

組織委員会において、日程・種目等の運営全般に関わる事項の変更が決定した場合は、その
内容を加盟団体に告知します。ただし、大会期間中の場合は、公式掲示板に掲示して告知し
ます。

第２回東北ブロックスキー技術選手権大会の公式掲示については、LINEオープンチャットで
行います。※大会開催までに添付QRコードから登録をお願いいたします。



【競技規則】

（公式用品用具の使用に関して）

③ 出場する選手が本大会で使用できるスキーは計2台までとします。

（ヘルメット等の着用に関して）

①

（ビブの着用に関して）

①

（スタートの要領に関して）

（フィニッシュの要領に関して）

（コートインスペクションに関して）

① コートインスペクションに関する規定は、選手会にて詳細をお伝えします。

（抗議に関して）

① 選手会にて詳細をお伝えします。

（その他）

① その他必要がある事項は別途定め、選手会に提案、承認を受けることとします。

（減点）

④

⑥ スタート位置違反があったものについては、当該種目は減点とする。

フィニッシュラインを身体のみが通過した場合、転倒前の演技の得点から、大転倒を参考に減
点する。

選手の転倒により、用具の離脱が原因で、進行に支障が生じると判断した場合、係員の補助
を受けることができ、フィニッシュライン前であれば再スタートを可能とする。

大転倒、中転倒、規制違反の場合は、審判長により何点減点するかを審判員に指示する。

演技終了の際、コート下部の左右にある旗門と旗門の内側を結ぶフィニッシュライン以外を通
過した場合、大転倒の減点とする。

選手は、各種目ともスタート地点に10分前に集合し、スタート審判の点呼を受け、応答しなけ
ればなりません。

選手は前者のスタート後、ただちにスター卜位置につき準備を整えます。正当な理由なく準
備ができない場合には当該種目を棄権とみなします。

選手はスタート審判の合図によりスタートします。正当な理由なくただちにスタートしない場合
は、当該種目は棄権するものとみなします。

スタートはスキーの一部がスタートポール内側を結ぶライン上に接した状態でブーツがそのラ
インを超えない位置から行わなければなりません。

フィニッシュはコート下部の左右にある旗門と旗門の内側を結ぶフィニッシュラインの通過を
もって演技終了とします。

 斜面の３分の１以上を転倒により滑走を行わなかった場合は、一律 70 点とする（採点不
能）。

インスペクション等でコート内に入る場合は、必ずビブをウェア外側に着用すること。

選手は、（公財）全日本スキー連盟（以下、「SAJ」という。）公式用品委員会において認定され
た用具・用品を使用し、用具・用品に表示される商標及び社名はSAJ規定によるもの以外は
認めません。ただし、本項の規制範囲は、開閉会式等の公式の場所及び競技会場において
点呼を受けた時からフィニッシュするまでとします。

プレートは、市販商品の正常な使用方法に限ります。改造もしくは複数商品を複合した使用法
は認めません。

選手が使用を許されるウェアは市販されている、あるいはされるルーズフィットなものとし、
レーシングスーツ（ワンピース・ツウピース）は認めません。

SAJは、2022／2023 シーズンより、SAJ 公認大会についてもフッ素成分を含む全てのワック
スの使用を禁止します。

競技中は頭部を防護する為、すべての競技において必ずヘルメットを着用して下さい。
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